
サルシッチャ(イタリア /ソマリア)解説

ロ
ー
マ
で

《解
説
》

イ
タ
リ
ア
の
移
民
事
情
と
イ
ジ
ア
l
パ・シェ
l
ゴ

山
根
美
奈

イ
タ
リ
ア
は

一
八
七

O
年
頃
か
ら
、

聞
に
ニ

0
0
0
万
人
も
の
働
き
盛
り
の
人
々
を
南

北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
移
民
と
し
て
排
出
し
た
。

こ

の
流
れ
を
逆
転
さ
せ
た
の
が
一
九
七
二
年
の
石
油

危
機
を
き

っ
か
け
と
し
た
急
激
な
景
気
変
動
だ
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
北
部
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

諸
国
が
移

民
政
策
を
変
換
し
た
た
め
に
、
締
め
出
さ
れ
た
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
圏
外
か
ら
の
労
働
者
ら
が
イ
タ
リ
ア
へ

流
れ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
時
イ
タ
リ
ア
は
景

気
の
よ
昇
期
を
迎
え
て
お
り
、
外
国
人
労
働
者
は
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
輩
出
し
た
労
働
力
の
空
洞
を
埋

め
る
形
と
な
り
、
明
確
な
制
度
も
な
い
ま
ま
、
安

価
な
労
働
力
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
現
在
、
正
規

登
録
者
は
五

O
O
万
人
を
数
え
、
そ
の
他
に
不
法

就
労
者
も
数
百
万
人
い
る
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、

一O
O年

あ
ら
ゆ
る
業
種
で
イ
タ
リ
ア
経
済
を
支
え
て
い
る

が
、
中
で
も
看
護
師
、
老
人
介
護
者
、
家
政
婦
が

全
体
の
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
(
の
Q

「
一
言
第
引

号
)
を

占
め
、
移
民
の
重
要
な
職
種
と
な

っ
て
い
る
。

作
者
イ
ジ
ア
l
パ

・
シ
ェ

l
ゴ
の
両
親
は
、

九
六
九
年
の
ソ
マ

リ
ア
の
政
変
に
よ
っ
て
イ
タ
リ

ア
ヘ
政
治
亡
命
し
た
。

一
九
七
四
年
、

生
ま
れ
た
作
者
は
、

ソ
マ

リ
ア
語
と
民
族

の
生
活

習
慣
を
堅
持
す
る
家
庭
内
で
育

つ
一
方
、
幼
稚
園

か
ら
大
学
院
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の
教
育
を
受
け
た
。

し
か
し
、
正
規
雇
用
の
職
は
得
て
い
な
い
。
非
正

規
雇
用
の
書
庄
庖
員
と
な

っ
た
が
、
そ
ん
な
中
、

ニ
O
O
二
年
に
新
た
な
移
民
取
締
法
が
制
定
さ
れ

た
。イ

タ
リ
ア
の
移
民
法
は
、

一
九
九

O
年
、
民
主

キ
リ
ス
ト
教
政
権
下
で
、
初
の
移
民
法
が
制
定
さ
れ

た
が
、
そ
の
直
後
に
五

O
年
続
い
た
政
権
が
崩
壊

し
た
。
そ
の
後
は
、
左
右
の
連
合
政
治
へ
と
移
行

し
、
政
権
が
交
代
す
る
た
び
に
移
民
政
策
も
変
化

し
て
き
た
。

ニ

O
O
二
年
の
移
民
取
締
法
ボ

ツ

シ

・
フ
ィ

l
ニ
法
は
、
極
右
政
党
北
部
同
盟
の
主

導
で
制
定
さ
れ
、
外
国
人
の
指
紋
採
取
と
再
登
録

が
実
施
さ
れ
た
。

「サ
ル
シ
ッ
チ
ャ
(
豚
の
腸
詰
)
」

は
、
こ
の
時
の
作
者
の
経
験
を
綴
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
、
い
わ
ば
処
女
作
で
あ
り
、
移

民
に
よ
る
文
学
作
品
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
エ
ク
セ
ト

ラ
文
学
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
、
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
て
世
に
出
る
き

っ
か
け
と
し
た
。

「
エ
ク
セ
卜
ラ
文
学
コ
ン

ク
ー
ル
」
は
、
合
法
、

不
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
に
在
住
し
、
労

働
に
従
事
す
る
外
国
人
自
身
に
よ
る
文
学
作
品
の

み
を
対
象
と
し
た
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
。

九
九
五
年
か
ら
十
二
年
間
続
け
ら
れ
、

一
八

0
0

作
品
を
集
め
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
登
龍
門
と

し
て
移
民
作
家
と
い
う
冠
を
獲
得
し
、
活
動
し
て

い
る
作
家
が
多
数
い

る。

イ
ジ
ア

l
パ
・
シ
ェ

l

ゴ
も
ニ

O
O
三
年
に
当
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

を
獲
得
す
る
と
す
ぐ
に
、
小
説

『ロ

ー
ダ
(
ヲ

aQ)』

(ニ

O
O
四
年
)
を
発
表
し
、
続
け
て
小
説
、
エ

y

セ
イ
等
八
冊
(
ニ

O
一
二
年
現
在
)
を
上
梓
し
た
。

初
期
の
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
は
会
話
的
な
丈
で
綴
っ

て
い
る
が
、
長
編
小
説

『
パ
ビ
ロ
ニ
ア

の
か
な
た

へ

(Q
Z
E立「
2
0
)
』
(ニ

O
O
八
年
)
で
は
、
母
と
娘

の
ニ
つ
の
物
語
り
を
一
方
は
現
在
か
ら
過
去
へ
、

他
方
は
過
去
か
ら
現
在

へ
と
語
る
複
雑
な
構
成
を

成
功
さ
せ
、
文
学
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
ま

た
、
イ
タ
リ
ア
在
住
の
ア
フ
リ
カ
人
向
け
に
情
報

発
信
す
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
顔
も
持

つ
。
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